
2 〇.薬剤の微量散布による病虫害防除

1.試験担当者
本場保護都防疫菜剤研究室主任研究官

北海道支場保護部昆虫研究室長

•『 “樹病研究室長

大久繰良治ほか 

山口博昭ほか 

横田俊一ほか

2•試験目的
経費の節波ならび忙大面積の防除B程の短縮をはかり,浪厚・妝布による找効性を高める。

3. 昭和4 4年度の経過とえられた結果

〇本 場

室内【ておける予備試験の為の散布装匱を開発し,これにより4 3年峻においてはカラマソ先 

枯防除用のシクロへキシミト・について薬害の発生跟界凝度を推定し,これにもとづいて4 4年 

度に北海适終でカラマツ先枯病•及ぴ同落葉籍の防除試験が行東われた。本場ではパイジッ 

卜(デブテレックス,スミチオンを散布したマツの小枝にマツノシンクイムシ,マッケムシの 

幼虫を接秋し,死虫率をしらペた。その結果マッケムシ幼虫(1合終期)では1〇アール当り 

1〇 OCCT完全に死射した。マツノシンクイムシ(主にシンマダラメイガ)幼虫;てついてははつ 

さりした結果をつかめなかったが,5 〇 occfe！上散布すると死虫率が高まる。

〇北海道支埸皂虫研究室

コスジオビハマキを対象に有機辑剤のスミチオン,ディブテレックス両乳剤(濃度4 〇%) 

を用い,散布条(落下量)と殺虫効果の関係Iてついて基礎的東試験を灾施少あくともスミチオ 

ン乳剤ではha当り〇•5 "程座で,かなりの効果があった。

〇北毎道支場

病害としては,防除効果の明らかとなっているカラマツ先枯病と,現在1噸となっているカ 

ラマッ落葉病を対象として,モデル朧を夹施した。カラマツ先枯病の防除としては,従来, 

苗畑では6回薬剤散布を行左っているが,微旬：散布試験では3回の散布にとどめたが,防除効 

果は従来の効果よりむしろすぐれていた。カラマツ落葉病に対しては洒常散布は4回おこなっ 

たが微蛍散布は3回にとどめたが,これも有効らしく思われた。

しかし散布載は,当初の1〜3 £よりも多く,6 ～12£/ha相当であったので,所期ゆ 

散布盤におとしても同蝶の効果力瑚られるかどうか.追試の要がある。

4. 昭和4 5年度の試験計画

昨年度の試験を繰愆へし効果を確認させる。

1) 防除適期の検討

2) 自然条件亿近い形での効果の再検肘

3 )薬害調査
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21.杭打による幼令林地崩壊予防法

1.試験担当者

本相防災部治山第一研究室 北村嘉一ほか

2•試験目的

刪埃が予恕される山腹面について,きめこまかに微如形・土埃•林木根系など,崩壞発生に関 

係ある諸条件性ついて,その特性を検討し,今後崩媛危険箇所を推定していく場合の調査の足が 

かりを得る。

5.昭和4 4年度の経過とえられた結果

4 d年度は東京営林局甲府•天城・沼沸各営林碧管内の人工遊林地を対汝に諛衣した。

基岩から士垸への移行の形態は.圾所・位殻などによってあまり差はないが,土壤濕まかなり 

の差がみられ,崩壊は土瑣の深、、ところが危険忡ナ火である。また,林木根系は15年生くらい 

までの訓酉では,根長に对して根径が小さく,細根・小径根の密度も低く,その挺抗力は塀く ・ 

刎壊防止上十分とは云えない。

4.昭和4 5年度の試験計画

甲府當林署管内のアカマツ造林扯を甜春地とし,空中写眞により,興形・林相の判说を行な 

って,危険箇所な写真上で推定し,その箇所について,土壌の检精状怨,水分移行状況などの現 

地調査を行なう。
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